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CPDLC（管制官-パイロット間データリンク通信）とは

洋上管制などに使用中

航空路管制用は欧州のみ

管制通信の補完的ツールで、音声通信に
取って代わるものではない

使用するのは管制官およびパイロットの
判断による

将来的なトラジェクトリ管理などには不
可欠と考えられる



研究開発の動機

CPDLCの導入が、航空管制業務効率の改善

や負荷の軽減に有効であることを体感して、

肯定的に認識してもらう。

CPDLC導入の効果や影響を評価するには業

務シミュレータが不可欠



CPDLC機能評価用航空管制シミュレータの構成



シミュレータの概要



CPDLCの機能

 欧州を参考に最小限の機能にとどめた

 高度変更と針路変更の二つの管制指示

 管制移管

 マイクロホン・チェック

 データリンクはVDL-2（ATN）を仮定



CPDLC高度変更指示の入力手順

○：CPDLC対応機 △：CPDLC非対応機



評価方法

 東京航空交通管制部にシミュレータを設置

 現地にてGUIなどの管制官によるアンケー

ト調査を行った





ダウンリンク・メッセ－ジが確認しずらい理由

 アップリンク・メッセージを送信してから
ダウンリンク・メッセージを受信するのに
数十秒かかる

 試作した管制卓では、ダウンリンク・メッ
セージが届いた航空機シンボルの色を変え
て表示する

 合成音声でダウンリンク・メッセージを読
み上げるなどの対応が必要





まとめ

 CPDLC機能評価用航空管制シミュレータを試

作し、東京航空交通管制部で管制官による評価
を行った

 評価結果は概ね良好であった

 CPDLCの有用性についても好意的意見が多い

 ただし、ダウンリンク・メッセージの確認のし
づらさを訴える方が多い

 本年度はシミュレータを改修し、シミュレー
ション実験を行う


